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技術概要 ● 技術の概要と特徴
本発明は、血清その他の血液試料中のβカゼインによって認識される複合体とその癌診断への応

用（βカゼイン結合活性の測定）に関するものである。ヒト膵癌患者の血清では、βカゼイン結合性活
性が認められたのに対して、健常人の血清では殆ど陰性であった。また、ヌードマウスに膵癌細胞を移
植して、経時的にβカゼイン結合活性を測定すると、腫瘍の増大に伴って血清中の同活性が認められ
た（図１） 本発明は 癌の検査・診断に有用な技術を提供するものであるた（図１）。本発明は、癌の検査・診断に有用な技術を提供するものである。
また、βカゼインが結合する複合体は、細胞輸送に関与するタンパク質であるCABINタンパク質や

AHNAKタンパク質を含むことから、例えば、抗AHNAK抗体を用いたβカゼインとのサンドイッチELISA測
定系（図２）によって膵癌その他の癌の危険群を早期に同定できる可能性も示された。
● 従来技術
癌の早期診断・早期治療実現のため、良好な新規腫瘍マーカーが求められている。とりわけ、膵臓

癌は今日最大難治性癌の一つといわれているが、早期診断が可能な腫瘍マーカーは存在しないのが
現状である。
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知財状況

新規な癌の検査方法、腫瘍マーカーおよび癌の検査用キットなどの提供
• 癌の早期診断
• 治療効果の判定
• 新しい治療の標的

図１ 膵癌細胞（ＰＫ59）移植ヌードマウス
血清中のβカゼイン結合活性の経時変化

図２ サンドイッチＥＬＩＳＡ法による
膵癌患者血清におけるβカゼイン結合活性
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次世代の臨床検査法として、様々な複合体を定量できる
測定法が想定される 本研究では 癌細胞が分泌する微
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測定法が想定される。本研究では、癌細胞が分泌する微
量脂質複合体を検出する系の開発と、その分泌を阻害す
ることで新しい治療法開発を目指したものである。


